その 時代 相応に 悪知恵 をめ ぐらす 奴が あるので、 やつ 

ぱリ 油断 は 出来ない ことにな つてい ました。 それが ま 

た 勘違いの 種に もな つて、 あとでお やおやと いうよう 

な こと も ありました」 

元 治 元年 九月の 末であった。 秋晴れの うらら かな 日 

の 朝、 四ッ (午前 十 時) をす こし 過ぎた ころに、 ひと 

リの 男が 京 橋 東 仲 通りの 伊藤と いう 道具屋の 店 さきに 

にそくさんもん 

立った。 ここ は 道具屋と いっても、 二足三文の がらく 

た を 列べ ている ので はない。 大名 旗本 ゃ大 町人のと こ 

ろに 出入り 場 を 持って いて、 箱 書付き や 折紙 付きと い 



うような 高価な 代物 をた くさん にた くわえて いるので 

あった。 

男 は ひとりの 若い 供 を つれていた。 かれは 三十 五六 

の 人品の よい 男で、 町人で もな く、 さりと て 普通の 武 

家で もない らしい。 寺 侍に して は 上品す ぎる。 あるい 

かんぜ こんごう 

は 観 世と か 金剛と かいうよ うな 能役者で はない かと、 

店の 主人の 孫 十郎は 鑑定して いると、 男 は 果たして 店 

なまな り め ん 

の 片隅に かけて ある 生成の 古い 仮面に 眼 をつ けた。 そ 

れは 一 種の 般若の ような 仮面で ある。 かれは 眼 も 放さ 

ずに その 仮面 を 見つめて いたが、 やがて 店の なかへ 一 

と 足 ふみ 込んで、 そこにい る 小僧の 豊吉に 声をかけた _ 



せ て y J の 狂言 を かいたの であろう。 なまじい に 商売気 

を 出した のと、 かの 武士の 愁嘆に 同情した のとで、 自 

分 は 二十 五両 という 金 を やみやみ 騙り 取られた ので あ 

しらが 

る。 こう 気がつく と、 孫 十郎は 白髪が 一本ず つ 逆立つ 

ように 口惜しが つて 憤った が、 今更 どうす る こと もで 

きなかった。 殊に この 事件 は 最初から 自分 ひと リで応 

待した ので あるから、 誰 を 責める わけに も 行かな かつ 

た。 

商売の わずらいと 一 旦は あきらめても、 彼 はや はり 

諦め 切れなかった。 かれは その後 幾日 か 考えつめた 末 

に、 神 田の 半 七のと ころへ 龃け 込んだ。 
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